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 研究要旨：本プロジェクトは炎症性腸疾患（IBD）の診断•治療•予後•管理等に関する知識等を、国民

•患者およびその家族、また、一般臨床医•医療従事者に広く普及することと同時に、IBD 専門医を育成

するプログラムを創成することを目的とした研究活動である。本年度、患者および家族に対して、IBD

の主に内科治療に関する患者向け冊子を作成し、班員の施設に広く配布した。また、従来、IBD 患者の

妊娠や出産に関する情報は乏しく、その問題点に答えるために、同様の小冊子を作成、日常診療に利用

されることとなった。今年度中にはこれらの冊子を、研究班ホームページ HP 上でダウンロード可能と

する予定である。      

 また、先の研究班から継続してきて行われてきた一般医向け研究成果報告会は必ずしも十分な啓発効

果は発揮されないと考えられ、今年度は、先の研究班にて作成された「一目で分かる IBD」を近年の画

像診断や治療の進歩に合わせて全面改訂（冊子「第二版」）を行い、前述の HP に公開する予定である。  

 新難病法のもと、各都道府県毎に難病指定医研修が行われるが、まず千葉県の研修において、平成 28

年 1月 17 日に、この冊子のスライドを用いた講習が行われた。 

 IBD 専門医を育成するプログラムを創成するに当たり、北海道地区において、クラウド型電子カルテ

システムを用いたコホート研究が進行している。このシステムにより、IBD 専門施設と一般医との間で

の患者情報に関する共有が容易となるだけでなく、専門医の数や、診療上の役割に関するニーズが明ら

かになった。来年度以降は、このシステムを首都圏にて検証を行い、また、このシステムを用いた臨床

研究を展開していく。また、新たに学会へと移行した炎症性腸疾患研究会（JSIBD）における教育プロ

グラムとの連携も検討していく予定である。 
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A. 研究目的 

 本プロジェクトは炎症性腸疾患（IBD）の診

断•治療•予後•管理等に関する知識、特に本研

究班における研究成果を、国民•患者およびそ

の家族、また、一般臨床医•医療従事者に広く

普及することと同時に、IBD 専門医を育成す

るプログラムを創成することを目的とする。 

 

B. 研究方法 

1. 国民•患者（および家族）•一般医に対する啓発

•広報活動 

 国民および患者•家族に対する啓発活動として



は、先の研究班にて平成

において計

せて 2100

たが、同様の形式の啓発活動の継続は、非効率と

思えた。本年度は、より広範囲の患者や家族の啓

発のため、患者向け冊子の作成を行った。また、

IBD 女性患者にとって、妊娠や出産は大きな問題

である一方で、研究の困難さから、情報も限られ、

一般消化器医における知識も必ずしも十分とは

いえないと思われ、患者向け冊子を新たに作成し

た。 

 また、一般医に対する啓発活動に関しては、昨

年度は、千葉県地区および奈良県地区において、

研究成果報告会が開催されたが、同報告会にて使

用されていた「一目でわかる

疫学データや画像診断や治療の進歩に沿って、内

容の改訂を行い、また、本冊子の活用方法を検討

した。 

 

2. IBD 専門医育成プログラム創設

 IBD 専門医（内科医および外科医）が必要とさ

れることは自明であるが、実際の育成プログラム

に関しては前例がなく、まずは、北海道地区にお

いて、クラウド型電子カルテシステムを用いたコ

ホート研究を継続し、このシステムの研究目的と

して、専門医の必要数や、診療上の役割に関する

ニーズを明らかにしようとした。

 

（倫理面への配慮）

 「北海道地区

労働省 医療情報システムの安全管理ガイドラ

イン」等の関連ガイドラインを遵守し、患者情報

の取り扱いに関して十分に保護体制をとって行

われている。

 

C. 研究結果

1. 国民•患者（および家族）•一般医に対する啓

発•広報活動

 先の渡辺班において作成された患者向け情報

冊子「知っておきたい治療に必要な基礎知識」（潰
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れることは自明であるが、実際の育成プログラム
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般医との間での双方向に容易に患者情報を共有
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講座消化器•血液腫瘍制御内科学分野）より報告
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疑いの患者における確定診断および治療方法の

変更に関してニーズがあると思われた。
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難病指定医研修の講演にて使用された。 

診療ネットワークは、クラウド

専門施設と一

般医との間での双方向に容易に患者情報を共有

）。詳細は本プロジェク

トの共同研究者（藤谷幹浩：旭川医科大学内科学

講座消化器•血液腫瘍制御内科学分野）より報告
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D. 考察 

1. 国民•患者（および家族）•一般医に対する啓

発•広報活動 

 今年度中に、アップデートした患者向け情

報冊子「知っておきたい治療に必要な基礎知

識」や「—妊娠を迎える炎症性腸疾患患者さん

へ−知っておきたい基礎知識 Q&A」の研究班 HP

上で公開し、患者および家族が自由にダウン

ロードし、利用することで、患者および家族

の啓発に大きく寄与することが期待できると

思われた。特に、小冊子「—妊娠を迎える炎症

性腸疾患患者さんへ−知っておきたい基礎知

識 Q&A」を活用していくことで、患者が不適

切な情報をもとに、治療を自己判断で中止す

ることなどがなくなることを期待したい。 

 今回改訂した「一目でわかる IBD」（第二版）」

は冊子として班員の施設において使用される

だけでなく、研究班 HP にて公開することで、

一般医を対象としたIBDに関する啓発に寄与す

ることが期待できると思われた。また、同時に

本研究班にて作成および毎年、改訂されている

「潰瘍性大腸炎・クローン病診断基準・治療指

針」の最新版も同様にホームページ上に公開す

ることで、全国の IBD 診療の均てん化に寄与す

ることが期待された。 

 

2. 専門医育成プログラム創成 

 北海道地区 IBD 診療ネットワークが同地域

のみでなく、全国のあらゆる地区で同様のシ

ステムが有用かは検討が必要と思われ、来年

度は首都圏での活用を開始し、同様の検討を

行う予定である。 

 

E. 結論 

 国民•患者（および家族）•一般医に対する

啓発•広報活動に関しては、今後、更新される

診療ガイドラインや治療指針も含めて、IBD

における研究や診療内容の進歩に伴い、今後

も提供する情報を適時、アップデートし、研

究班 HP 等にて公開していくことが重要と思

われた。 

 

 IBD 専門医育成プログラムの創成は容易で

はないが、その育成対象となる消化器医（内

科医および外科医）として、新難病法におい

て各都道府県ごとに行われる難病指定医研修

の参加医師が候補の１つと考えられ、本年度

の千葉県での研修の講演を皮切りに、全国都

道府県での研修会でも同様に、「一目でわかる

IBD」（第二版）」を活用していくことが可能と

思われた。また、本年度中に開設される研究

班 HP 上にて、新たな情報の提供や、炎症性腸

疾患学会（JSIBD）とも連携し、E-learning

などの教育システムを構築していくことが重

要と考えられた。 
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